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第１章 計画の背景、目的等 

１－１．計画の背景と目的 

※今後作成（国の動向や本市の概況等） 

１－２．計画の位置付け 

※今後作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    図●-● 計画の位置付け 

１－３．計画期間 

本計画の計画期間は、令和２年度（2020年度）～令和 21 年度（2039年度）の 20年間とし

ます。 

 

１－４．対象施設 

本計画の対象施設は、小学校 8 校、中学校 6 校の 14 校とします。 

なお、西の里小学校陽香分校及び西の里中学校陽香分校については、北海道が施設を所管するこ

とから、本計画の対象外とします。 

  

国 北広島市 

インフラ長寿命化基本計画（H25.11） 

インフラ長寿命化計画 

（行動計画）（H27.3） 

インフラ老朽化対策の推進に関する 
関係省庁連絡会議 

文部科学省 

北広島市公共施設等

総合管理計画（H28.6） 

学校施設の長寿命化計画

策定に係る手引き（H27.4） 

学校施設の長寿命化計画

策定に係る解説書（H29.3） 

北広島市学校施設 

長寿命化計画 

（R2.3） 

北広島市総合計画 

（第５次）改訂版 

（H28.12） 

北広島市教育基本計画

（2011-2020）改訂版 

（H28.3） 
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第２章 学校施設の目指すべき姿 

２－１．上位計画の施策等 

（１）北広島市総合計画 

※今後作成 

（２）北広島市教育基本計画 

※今後作成 

２－２．学校施設の目指すべき姿 

※今後作成 

 

※参考１ 「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」（文部科学省，H27.4）抜粋 

 次頁 「図表３ 学校施設の目指すべき姿の事例」 

 

※参考２ 「北九州市学校施設長寿命化計画」（H30.3）抜粋 

 「２－２．学校施設の目指すべき姿」 

（１）安全・安心な施設づくり 

○安全・安心で快適な施設環境を提供することが重要 

○積極的に国の補助制度を活用することにより財源を確保しながら、計画的かつ継続して老朽

化対策の実施。 

（２）学習環境の向上 

○今後は、多様な学習内容・学習形態に対応できる柔軟性のある教室の整備、さらに、特別教 

室の多機能化や職員室のオフィス機能強化等により、学習環境の質的向上に取り組んでいく

ことが必要である。 

（３）生活環境の向上 

○ユニバーサルデザイン化された施設環境の提供 

○今後も生活環境の向上に努めていくことが必要である。 

（４）防災機能の強化 

○災害時における地域の防災拠点や避難所として重要な役割を担う中、防災機能を強化してい

くことが重要。 

○多目的トイレの設置やバリアフリー化にも積極的に取り組み、地域の防災拠点や避難所とし

ての観点からも学校施設を整備していくことが必要である。 
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第３章 学校施設の状況 

３－１．学校施設配置状況 

（１）公共施設における位置付け 

北広島市が所有する公共施設について、分類別の延べ床面積をみると、学校施設は全体の約４割

であり、公共施設全体の半数程度を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             資料：北広島市公共施設総合管理計画 

図●-● 公共施設の分類別棟数、延べ床面積、割合 
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（２）学校施設の整備状況 

北広島市の学校施設の約半数は、新耐震基準で建てられたものとなっていますが、一方で、築 30

年以上の施設は全体の約 8 割となっています。また、築 40 年以上で、特に老朽化が進む施設も約

6割みられ、今後の維持管理の手法について早急に検討していく必要があります。  
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（３）学校施設の概要 

※今後作成 
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学校施設の配置状況は、以下のとおりです。 

東部地区は小学校２校、中学校１校、北広島団地地区は小学校２校、中学校２校、西の里地区は

小学校１校、中学校１校、大曲地区は小学校２校、中学校１校、西部地区は小学校１校、中学校１

校がそれぞれ配置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部地区 東部小学校、北の台小学校、東部中学校 

北広島団地地区 双葉小学校、緑ヶ丘小学校、広葉中学校、緑陽中学校 

西の里地区 西の里小学校、西の里中学校 

大曲地区 大曲小学校、大曲東小学校、大曲中学校 

西部地区 西部小学校、西部中学校 

 資料：北広島市 

 

 

 

図●-● 学校施設配置図 
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（４）学校施設のヒアリング調査 

※今後作成 
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３－２．児童数・生徒数及び学級数の推移 

（１）児童生徒数等の状況 

北広島市が管理する学校施設は、以下のとおりです。 

令和元年５月１日現在の児童数は、小学生 2,905 名、中学生 1,587名であり、合計 4,492 名

となっています。また、学級数は小学校 119学級（うち、特別支援学級 22 学級）、中学校 63 学

級（うち、特別支援学級 14 学級）であり、合計 182 学級となっています。 

表●-● 対象施設一覧 

 
資料：北広島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

普
通

特
学

計

1 東部小学校 北広島市中央４丁目４番地 370 12 3 15

2 西部小学校 北広島市輪厚５０８番地３ 280 11 2 13

3 大曲小学校 北広島市大曲柏葉２丁目１４番地６ 472 15 3 18

4 西の里小学校 北広島市西の里４０１番地 394 12 3 15

5 北の台小学校 北広島市共栄町４丁目６番地１ 384 12 3 15

6 大曲東小学校 北広島市大曲光２丁目８番地 484 15 2 17

7 双葉小学校 北広島市若葉町３丁目１２番地 298 12 3 15

8 緑ヶ丘小学校 北広島市高台町２丁目１番地 223 8 3 11

2,905 97 22 119

9 東部中学校 北広島市美咲き野１丁目１２番地１ 444 12 2 14

10 西部中学校 北広島市輪厚中央１丁目１２番地 177 6 2 8

11 大曲中学校 北広島市大曲中央２丁目４番地１ 467 14 2 16

12 西の里中学校 北広島市西の里７９０番地１ 215 7 2 9

13 広葉中学校 北広島市広葉町５丁目１番地 199 7 4 11

14 緑陽中学校 北広島市緑陽町３丁目４番地 85 3 2 5

1,587 49 14 63

4,492 146 36 182

所在地

合　計

児童数
（人）

学級数
（学級）

小学校　小計

中学校　小計

NO. 学校名

令和元年度
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北広島市の児童生徒数は減少傾向がみられており、将来的に児童数は横ばい、生徒数は減少傾向

となる見込みです。 

また、学級数は小学校で横ばい、中学校で減少傾向がみられており、将来的には緩やかに減少し

ていく見込みと推計しています。 

 

※グラフ掲載予定 
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３－３．学校施設の老朽化状況 

（１）構造躯体の健全性の評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価 

現地調査等に基づき、学校施設の老朽化状況を整理。 

※今後作成 
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３－４．学校施設関連経費の状況 

※今後作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図●-● 施設関連経費の推移 
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３－５．今後の維持・更新コスト 

（１）今後の維持・更新コスト（従来型） 

建物の長寿命化を行わず、従来どおりの維持管理を続けていく場合、今後 40 年間で年間●●億

円の費用が発生すると想定され、その額は過去５年間に発生した施設関連経費の●●●になりま

す。 
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（２）今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 

今後の維持管理手法に長寿命化改修を導入し、改築の周期を 50 年から◆◆年に延命した場合、

今後◆◆年間の維持管理費用は年間約◆◆億円となります。 

以上より、～～～～ 
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３－６．学校施設における課題 

 

前述の現状から、北広島市の学校施設における今後の課題は、以下のとおりです。 

※今後作成 
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第４章 学校施設整備の基本的な方針 

４－１．学校施設の基本的な方針 

学校施設長寿命化計画の基本方針は、「北広島市公共施設等総合管理計画」と整合を図り、以下

のように定めます。 

 

※参考１ 「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」（文部科学省，H27.4）抜粋 

①学校施設の規模・配置計画等の方針  →  次節４－２ 

②改修等の基本的な方針 

○長寿命化の方針 

○予防保全の方針 

○目標使用年数の設定 

○改修周期の設定 

○その他、個別の課題への対応 

各地方公共団体において、地域の実情に応じ、学校施設が果たす役割、機能、 

活用状況、重要性等の、整備を実施する際に考慮すべき事項を設定の上、それら

に基づく基本的な考え方を明確化する。 

 

※参考２ 「北九州市学校施設長寿命化計画」（北九州市教育委員会，H30.3）抜粋 

（１）学校施設整備の基本的な方針 

①計画的な改修による学校施設の長寿命化 

②事後保全型から予防保全型による維持管理 

③施設関連経費（投資的経費）の平準化 
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【参考：公共施設等総合管理計画の抜粋】 

◆基本方針 

① 行政サービス需要を踏まえた機能・あり方の見直し 

・利用頻度が低い施設については、その原因を検証するとともに、設置目的と市民ニーズと

のギャップ、他の施設との機能重複、耐用年数等の観点からあり方を見直し、必要性が低

い施設は統合・廃止します。  

・統合・廃止を行う場合は、民間施設や他の公共施設による代替措置等により、必要な行政

サービス水準の確保に努めます。  

 

② 将来人口を見据え、地域性を踏まえた適正な配置 

各地区の立地環境、交通利便性、人口動向等の諸条件から必要な機能を検討し、地域の需

要に応じた配置となるよう、見直しを行います。  

見直しにあたっては、市全体の配置状況を踏まえ、施設の偏在を防ぐ観点から、地区間で

の機能補完についてもあわせて検討します。  

 

③ 施設の複合化・多機能化への転換 

施設を更新（新設）する場合は必要最小限の規模とし、複合化・多機能化を図るととも

に、既存施設についても改修時などの機会を捉えて複合化・多機能化を検討します。  

複合化・多機能化にあたっては、立地環境や想定される利用者等を踏まえた効率的な施設

構成とし、利便性の向上を図ります。  

スクラップアンドビルドの観点から、複合化・多機能化により余剰となった施設は廃止し

ます。  

 

④ 空き（余裕）スペースの有効利活用 

廃止等により利用しなくなった施設については、民間事業者等への貸与、貸付、売却を進

めます。  

貸与、貸付、売却が見込めない施設は解体し、土地の有効活用を図ります。  

施設の一部に空きスペースが生じた場合は、市民ニーズを踏まえ、施設の一部を転用する

など、最大限の有効活用を図ります。  

 

⑤ 施設の長寿命化の推進・財政負担の平準化 

・将来にわたり継続して維持していく必要がある公共施設等を見極めた上で、定期的な点検

や計画的な修繕等による予防保全を進め、施設の更新時期を平準化するとともに、指定管

理者制度の活用など、管理運営体制の改善を行い、ハード・ソフト両面から財政負担の軽

減を図ります。  

 

⑥ 整備手法・広域的な利用の検討 

民間の資金・ノウハウの活用により、コストの縮減を図りながら効率的に行政サービスを

提供するため、施設の整備、維持管理、運営等において、PPP/PFIをはじめとした幅広い

手法を検討し、有効と考えられる手法については、積極的に導入します。  
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施設の立地環境や利用実態を踏まえ、近隣自治体との相互利用など、広域的な連携を検討

します。  

 

⑦ 市民参加・市民意見の反映 

公共施設等のあり方は、市民の生活と密接に関連することから、施設の再編などにあたっ

ては、メリットのみならずデメリットも含めて市民への積極的な情報提供を行うととも

に、市民意見についても十分検討を行い、合意形成を図りながら適正配置を進めます。  

 

◆施設分野別の方針【学校】 

市内の公共施設延床面積の約 4 割を占め、身近な施設である学校は、交流スペース、社会教

育、防災など多目的な利用が考えられることから、学校教育に支障の無い範囲で余裕教室の活

用を図るなど、コミュニティの拠点として有効利用を進めます。 

 

 

 

４－２．学校施設の規模・配置計画等の方針（要検討） 

※施設の規模・配置計画等については、触れないことを確認済み（第１回会議）。このため、 

本節を起こすこと自体について、事務局で検討。 

※なお、本節を起こす場合、現在検討を進めている、通学区域審議会（所管：小中一貫・教育施

策推進課）における小学校及び中学校の適正規模の議論内容や、次期総合計画等と整合性を図

るものとする。 

 

  



令和元年１０月２日第２回会議資料 

19 

４－３．改修等の基本的な方針 

（１）長寿命化の方針   ※以下、項目は（案） 

①長寿命化改良の実施 

②部位ごとの周期に基づく計画的な修繕の実施 

③時代の要請に応じて、学校施設として必要な機能の確保 

 

（２）目標使用年数、改修周期の設定 

建物の劣化状況、今後の施設整備に係る費用の見込みなどをふまえ、今後の学校施設の目標使用

年数、改修周期について、以下のように設定します。 

 

表●-● 目標使用年数、改修周期 

 目標使用年数 大規模改造の周期 長寿命化改良の周期 

校舎   年 築 ２０ 年 築   年 

体育館   年 築 ２０ 年 築   年 

 

  



令和元年１０月２日第２回会議資料 

20 

４－４．学校施設整備の水準 

本計画を実行性のある計画とするため、学校施設整備の水準については、（１）すべての学校施

設に標準的に備えるべきもの、（２）個別の学校施設に応じて整備することが望ましいもの、（３）

個別の学校施設に応じて付加・考慮することが望ましいものを以下に示します。 

※細部は、第２回会議の議論を踏まえ、今後作成 

 

（１）建物外部（屋上・屋根・外壁など） 

（２）建物内部 

（３）設備 

（４）外構 
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４－５．今後の維持管理の項目・手法等 

本計画に基づく維持管理を着実に進めていくため、以下に示す「劣化状況調査票」の項目に基づ

いた点検を実施します。 

また、点検・評価の結果は同調査票に記入し、データベースとして蓄積することにより、将来の

老朽化予測や改修検討等に活用します。 

 

表●-● 劣化状況調査票（例） 

 

 

年度）

㎡ 地上 3 階 地下 0 階

1 屋根 □ アスファルト保護防水 □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ アスファルト露出防水 ■ 天井等に雨漏り痕がある

■ シート防水、塗膜防水 □ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） ■ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

□ 既存点検等で指摘がある

2 外壁 ■ 塗仕上げ ■ 鉄筋が見えているところがある

■ タイル張り、石張り ■ 外壁から漏水がある

□ 金属系パネル ■ 塗装の剥がれ

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■ タイルや石が剥がれている

□ その他の外壁 （ ） □ 大きな亀裂がある

■ アルミ製サッシ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

□ 鋼製サッシ □ 窓・ドアに錆・腐食・変形がある

□ 断熱サッシ、省エネガラス □ 外部手すり等の錆・腐朽

□ 既存点検等で指摘がある

3 内部仕上 ■ 老朽改修 大規模改造

（床・壁・天井） □ エコ改修

（内部建具） □ トイレ改修

（間仕切等） □ 法令適合

（照明器具） □ 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 □ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

□ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 ■ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

■ 昇降設備保守点検 指摘無し

□ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 □ 給水配管改修

□ 排水配管改修

■ 消防設備の点検 指摘への対応済み

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）
外壁の劣化が進んでいます。ひび割れ剥がれが多数見られます。　舗装面に段差があり危険な状況です。 健全度

52

Ｃ
H27

Ａ
H18

H22

評価

H5

Ｂ

部位 改修・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

多数

H3 外壁改修 5 北側の劣化

Ｄ

H10 耐震補強

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

H7 防水改修 EXP.J金物に
脱落がある

Ｃ

2

構造種別 鉄筋コンクリート造 延床面積 2,562 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

昭和44 年度（ 1969

調査日 平成28年9月20日

建物名 校舎 記入者 ○○

通し番号 xxxx-xx-x

学校名 Ａ学校 学校番号 1301

棟番号 1 建築年度

100点
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４－６．長寿命化の実施計画 

（１）改修等の優先順位付けと実施計画 

①優先順位の考え方 

学校施設の改修等については、限られた財源のなかで必ずしも全てに対応できるとは限らないた

め、以下の考え方により優先順位についての評価を行い、計画期間内における各施設の対応方針を

検討します。 

 

１）児童生徒の学校生活における安全性を損なう状況にあり、緊急性の高いものを最優先として、

必要な改修等を行う。 

２）計画期間内に築●年を経過し、今後、●年以上使用するものについては「長寿命化改良」を実

施し、健全度の低いものから優先的に実施する。また、諸条件により、現地での改築が困難な

ものは、長寿命化の優先度が高いものと判断する。 

３）社会動向の変化により、学習環境として必要な機能を確保できていないものについて、機能向

上のための改修などを検討する。 

 

②評価結果 

※今後作成 
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③計画期間内の実施計画 

①により検討した結果、計画期間内おける整備事業の年次計画を以下のとおりとします。 

※今後作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図●-● 年次計画  
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（２）長寿命化改良の実施内容 

施設の長寿命化のために、老朽化対策と併せて、耐久性の向上を図るとともに、学習環境の機

能性向上を図ります。 

老朽化対策については、材料等のグレードアップを図りながら、劣化部位について、内外装、

設備の更新を行います。耐久性向上のため、今後の使用年数（●年程度）と現地調査結果を考慮

し、項目や仕様を適切に選定していきます。 

※今後作成 

   

表●-● 長寿命化改良工事の項目 

部位 改修項目 実施内容 

外装 

  

  

  

内装 

  

  

  

設備 
  

  

橙：耐久性向上 緑：機能性向上 
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（３）長寿命化のコスト、維持・更新の課題等 

①長寿命化のコストの見通し 

※今後作成 
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②長寿命化による効果 

建物の長寿命化を図ることにより、以下のような効果が期待できます。 

 

※「①長寿命化のコストの見通し」を踏まえ、今後作成。 
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③長寿命化を図る際の課題 

北広島市において、今後、建物の長寿命化を図る取組を進める際に、以下のような課題があげら

れます。 

 

※今後作成（以下は、試案） 

○長寿命化改良工事着手時における建物や設備の劣化状況等の再確認 

○より効果的な工事内容や改築等の事業手法の見直し 

○長寿命化を実施していくための必要な財源の確保 

○予防保全型の維持管理に転換するための、修繕計画の作成と維持管理に必要な年間の修繕費の

確保 

○社会的な動向、北広島市における政策や財政状況等の変化に対応した計画の見直し 
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第５章 計画の推進・運用方針 

５－１．計画の推進と運用に関する考え方 

（１）情報基盤の整備と活用 

本計画において整理した学校施設に係るデータベースの定期的な更新に努め、建物の状況や修

繕・改修等の履歴のほか、点検の実施状況などを一元的に管理できる仕組みの構築について検討し

ます。 

 

（２）推進体制等の整備 

※今後作成 

 

（３）フォローアップ 

本計画の推進にあたっては、ＰＤＣＡサイクルを実施し、計画内容について、概ね●年ごとに、

社会情勢の変化に応じて適宜見直しを行うことにより、着実な計画の推進を図ります。 
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資料編 

１．計画策定検討体制 

１－１．検討組織 

 名前 所属 

座長 安藤 淳一 星槎道都大学美術学部長（建築学科教授） 

副座長 設楽 正敏 北広島市小中学校長会会長／東部小学校校長 

委員 

安藝 崇典 北広島市ＰＴＡ連合会会長 

荒川 亨 北広島市防災危機管理室危機管理課長 

折内 大輔 北広島市教育研究会事務局長／大曲小学校教諭 

高橋 陽子 北広島市子育て支援部子ども家庭課長 

塚﨑 由美 北広島市立西部中学校区学校運営協議会委員 

津谷 昌樹 北広島市教育委員会教育部理事 

野澤 志のぶ 北広島市教育研究会養護部会／大曲中学校養護教諭 

吉田 智樹 北広島市教育委員会教育部社会教育課長 

吉本 浩志 北広島市小中学校教頭会会長／大曲中学校教頭 

事務局 

下野 直章 北広島市教育委員会教育部教育総務課 課長 

本宮 昌宜 北広島市教育委員会教育部教育総務課 主査 

今井 寛元 北広島市教育委員会教育部教育総務課 主任 

１－２．検討の経過 

 開催日時 議題 

第 1 回 

策定検討会議 

令和元年 

７月 25日（木） 

１．策定検討会議開催の趣旨  

２．学校施設長寿命化計画について 

３．北広島市の学校施設における検討課題 

４．今後のスケジュール 

第 2 回 

策定検討会議 

令和元年 

１０月２日（水） 

１．学校施設の老朽化等に係る現状について 

２．施設の現状や課題をふまえた整備水準について 

３．北広島市学校施設長寿命化計画の構成案について 

４．今後のスケジュール 

第 3 回 

策定検討会議 

令和元年 

月 日（ ）  

第４回 

策定検討会議 

令和２年 

１月  日（ ）  
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２．検討会議開催要綱等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


